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「平成３０年度 第６回大月みらい協議会」 

 会 議 概 要 

 

日  時  平成３１年２月６日（木）午後７時から午後９時まで 

場  所  大月短期大学 会議室 

出 席 者  委員１０名（１１名欠席） 

小笠原則雄、三富聖久、佐藤茂幸、志村淳、志村賢二、庄司有紀、白川太、 

仁科美芳、福嶋尚美、三木範之 

【事務局】 兼子総務部長、金畑地域活性化担当リーダー、久保井、堀内 

 

 

１．志村議長あいさつ 

皆さんこんばんは。大変忙しい日々だと思いますが、そんな中、会議にお越し頂きありが

とうございます。今日の会議は非常に大事な局面になります。今日の会議と次の発表会と、

３月に行う最後の会議で私達の任期は満了となります。 

それらを踏まえまして、発表会や最後のことを考えながら検討をお願いしたいと思います。

よろしくお願い致します。以上です。 

 

 

２．議 題 

（１）平成３０年度第５回会議概要について 

●平成３０年度第５回会議概要の市ホームページへの公開について承認されました。 

 

（２）大月市の「ふるさと教育」についての報告書について 

【志村議長】 

ここからは佐藤副議長に進行をお願いしたいと思います。よろしくお願い致します。 

【佐藤副議長】 

  皆さんこんばんは。ここからは私が進行役となって、皆さんと議論していきたいと思い

ます。前回の会議をお休みした方もいらっしゃいますので、今の状況を確認しながら、議

論していきたいと思います。 

  まず、『大月市の「ふるさと教育」についての報告書について』ですが、私達みらい協議

会は、この２年間取り組んできた活動の集大成を報告書にまとめて、最終的に３月の終わ

りくらいに市長へ提出する予定で進めています。前回、報告書の案をお示し致しましたが、

今回はそれをさらに手を加えたものを作成しました。今日の会議と成果発表会と３月の会

議の３回を通じて、報告書を完成させていきたいと思います。 
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 ●その後、前回の会議での議論を踏まえ、大月市の「ふるさと教育」についての報告書に

ついて議論が行われました。 

 ●議論の中で、職場体験のチャレンジ事業については、前回実施出来なかった猿橋中学校

で職場体験のチャレンジ事業を実施するため、日程の都合上、新年度を待たずに３月か

ら事業を始めることとなりました。 

 

 

（３）成果発表会について 

  『成果発表会』について確認していきたいと思います。これも前回の会議で確認させて

頂きましたが、「成果発表会をしましょう」というものです。事務局でいろいろな調整をし

て頂いて、２月２０日の水曜日、大月短期大学の岩殿ホールで、１８時から２０時までと

いう日程に決まりました。いろいろな関係者の調整で、この日程になったということをご

了解頂ければと思います。 

  全体の流れとしては、前回も示させて頂きましたが、まず、参加対象者としては、市長、

教育長、市の職員等ということで、大々的に集めるというよりは、みらい協議会のメンバ

ーに加えて事業に関わった人を想定して５０名程度集めたいなと思っています。 

  内容ですが、主催者のあいさつとして、志村議長からみらい協議会の位置付けのご紹介

をして頂きます。そして、来賓のあいさつとして、みらい協議会の設置者である石井市長

からお話を頂きます。それ以降は中身になり、私が進行をさせて頂きます。主にチャレン

ジ事業のお話になっていきます。パネルディスカッション方式で進めていきます。 

  まず、導入部分で小俣理美委員の方から、みらい協議会がチャレンジ事業を行うことに

至った経緯をお話して頂きます。そして、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄのそれぞれのチャレンジ事業を

発表して頂きます。発表者は既に決まっております。事前に調整して、グループの代表の

方に声をかけさせて頂きました。時間的には、各グループで１０分程度お話して頂きます。 

  私の勝手なイメージですが、最初の１０分の中では、実際にやったことを事実としてお

話をして頂ければと思います。パネルディスカッション形式で進めますので、１０分お話

をして頂いた後に、２０分の意見交換としては、発表者にそれぞれ、２つの質問をさせて

頂きます。発表者への質問では、「チャレンジ事業を実施した上で、どんな効果で出ました

か」ということと、「どんな課題があってどんな風に進めていったらいいでしょうか」とい

う未来志向の問いをさせて頂きます。それに対して、「こうするべきだ」、あるいは「こう

いう気づきがあった」というような話をして頂ければと思います。発表者は、最初に活動

内容の発表した後、「この活動を通じて、どんな展開が望めるでしょうか」というような意

見交換会を行いたいと思います。意見交換会の中で、会場の方からご意見を頂いて、ご意

見に対してパネリストが答えるというパターンで進めようかなと考えています。そして、

最後に私が総括としてまとめをして、教育長に講評を頂くというストーリーを考えていま

す。 
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●その後、成果発表会の在り方及び進め方について議論が行われ、内容が確定しました。 

 

（４）その他 

●次期大月みらい協議会委員の委員として、公募委員の募集を行うこととなりました。 

●次回は、２月２０日（水）１８時から大月短期大学岩殿ホールで、『大月みらい協議会 取

り組み成果発表会』成果を開催することとなりました。 

 


